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地方創生 「美郷町まち・ひと・しごと創生」の取組みがスタート！

地方創生事業先行型「救命救急業務委託」を開始

平成27年度歳入歳出予算総額

86億7,713万円

　美郷町では昨年１１月２８日に町長を本部長とする「美郷町まち・ひと・しごと創生本部」
を設置。併せて庁内職員による幹事会やプロジェクトチームも設置され、美郷町の人口減少等
の問題解決に向けた取り組みをスタートさせた。今年度中に、地域の特性を踏まえた地方版の
人口ビジョンと総合戦略を策定することとしてい
る。人口ビジョンの策定に当たっては、広く住民
の意見が反映されるよう「美郷町まちづくり懇話
会（委員１６名）」が設置され、去る５月２０日
に第１回会議が開催された。
　議会も国の地方創生へ向けた動きを注視しなが
ら、これらの町の取組みに対しては報告を求め、
総合戦略の策定や効果について、住民目線に立っ
て検証を行っていきたい。

　美郷町では、日本救急システム株式会社と救急救命業務委託を締
結。役場北郷支所内に常時２名の救命救急士が待機しながら、救急
車出動時に２４時間同乗し、必要な救急活動を行い、医療機関まで
の搬送を行う新たな体制を６月から開始した。
　今後、救急医療における初期対応の充実が図られ、救命率の向上
が期待できる。平成２８年度末までには西郷地区を追加し、平成
３０年度までには南郷地区を加えた町内全域を対象とした完全運用
を目指している。

　

平
成
27
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
10
日
～
11
日
ま
で
の
2
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
等

18
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計 ～平成27年度６月補正予算730万円の増～

提出された議案と審査結果
（第２回定例会 ６月10日～11日）

議案番号

承認第　２号

承認第　３号

承認第　４号

承認第　５号

承認第　６号

議案第４９号

議案第５０号

議案第５１号

議案第５２号

議案第５３号

議案第５４号

議案第５５号

議案第５６号

議案第５７号

議案第５８号

議案第５９号

議案第６０号

請願第　２号

議 案 名

美郷町税条例等の一部を改正する条例の専決処分（専決第４号）の承認を求めることについて

美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分（専決第５号）の承認を求めることについて

平成26年度美郷町一般会計補正予算（第１２号）の専決処分（専決第６号）の承認を求めることについて

平成26年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第６号）の専決処分（専決第７号）の承認を求めることについて

平成26年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第6号）の専決処分（専決第8号）の承認を求めることについて

工事請負契約の締結について

美郷町公の施設条例の一部を改正する条例

美郷町税条例の一部を改正する条例

美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例

美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例

平成２７年度美郷町一般会計補正予算（第１号）

平成２７年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）

平成２７年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）

動産の取得について

「集団的自衛権」に関わる法整備に反対する意見書の提出を求める請願

審査結果

承認（全員一致）

承認（全員一致）

承認（全員一致）

承認（全員一致）

承認（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（賛成多数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（賛成多数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

不採択（賛成少数）

《一般会計歳出の主なもの》
○コミュニティーセンター整備事業………………………………………………６４，０００千円
　（西郷和田区に新たにコミュニティーセンターを整備。既存集落センター解体・広場舗装。）
○個人番号制度カード発行等関連事務負担金………………………………………２，１６８千円
○臨時福祉給付金事業（対象者１人につき６千円を給付）……………………１３，２００千円
○子育て世帯臨時特例給付金給付事業（対象児童１人につき３千円を給付）…１，５７５千円
○特用林産物生産体制強化事業補助金………………………………………………３，４２８千円
（椎茸等特用林産物の生産基盤の充実を図る。乾燥機・林内作業車等購入補助。）
○特用林産物振興対策事業（種菌購入）……………………………………………１，９８６千円
○町単社会保険等整備事業補助金（林業労働者の雇用の安定を図る。）…………１，１１２千円
○中学校管理費（美郷北学園体育館床修繕ほか）………………………………………８２２千円

《動産の取得》
　北郷支所に配備している救急自動車の老朽化に伴い、
平成２７年度電源立地地域対策交付金を活用し、高規
格救急自動車１台を１，９６５万６千円で購入。

《地方創生関係予算～平成 26年度繰越明許費報告～》
　平成２６年度から継続して地方創生関連事業に取り組むため、総額７，４９９万１千円の事
業費を平成２７年度に繰り越して使用することが報告された。
○総合戦略策定事業（地方版総合戦略・人口ビジョンの策定）…………………２，６５８千円
○婚活支援事業（男性向けセミナー・婚活イベントの実施）……………………３，０００千円
○子育て支援事業（出産奨励祝金事業 ３０千円／１人）……………………………９００千円
○　　　〃　      （子育て応援商品券事業 ０歳児～高校生に対し１０千円／１人）７，３００千円
○　　　〃　　  （妊婦等健康診査事業）……………………………………………３，４９８千円
○消費喚起事業（プレミアム付商品券事業 プレミアム率３０％）……………２４，２７５千円
○　　　〃　　　（地域商品券事業　町内宿泊施設利用者に対し交付）……………２，７００千円
○救急救命業務導入事業（救急救命士の確保・定住）…………………………３０，６６０千円

新たに整備される和田集落センター

第1回まちづくり懇話会

役場北郷支所内事務所兼待機所

議案の表決結果（上記結果のうち賛成多数の議案です）　　●反対

議案第52号　美郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

議案第56号　平成27年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算    
　　　　　　（第１号）
請願第 2号　「集団的自衛権」に関わる法整備に反対する意見書の提出
　　　　　　を求める請願 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

議案名
議員名

甲
斐
秀
徳

小
田
照
男

小
路
文
喜

園
田
義
彦

新
玉
卓
教

甲
斐
勲
一

森
田
久
寛

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重
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【
問
】
本
年
六
月
よ
り
救
急
救
命
士
を
同

乗
さ
せ
た
救
急
搬
送
業
務
が
始
め
ら
れ

た
が
、
出
来
る
限
り
早
い
段
階
で
直
接

町
外
の
医
療
機
関
へ
も
搬
送
で
き
る
体

制
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
来

年
度
は
、
西
郷
で
検
証
運
用
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
町
外
の
医
療
機
関
ま

で
遠
距
離
の
南
郷
で
検
証
運
用
と
い
う

検
討
も
必
要
で
は
な
い
か
。
併
せ
て
道

路
等
の
事
情
に
よ
っ
て
は
救
急
搬
送
車

が
進
入
困
難
な
住
居
も
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
進
入
路
の
検
証
も

必
要
と
思
わ
れ
る
が
考
え
は
。

【
答
】
現
段
階
で
は
直
接
町
外
の
医
療
機

関
へ
の
搬
送
は
困
難
で
あ
る
が
、
地
域

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
に

働
き
か
け
を
行
い
、
搬
送
で
き
る
体
制

を
早
目
に
構
築
し
た
い
。
北
郷
の
次
に

南
郷
で
の
検
証
も
一
つ
の
手
段
と
し
て

考
え
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
進
入
路
の

【
問
】
国
道
四
四
六
号
の
交
通
量
と
多
武

ノ
木
か
ら
小
又
吐
の
道
路
状
況
を
ど
う

認
識
、
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
交

通
事
故
防
止
の
た
め
道
路
排
水
溝
蓋
及

び
山
側
に
鹿
侵
入
防
止
の
フ
ェ
ン
ス
設

置
を
日
向
土
木
事
務
所
へ
要
望
で
き
な

い
か
。

【
答
】
道
路
セ
ン
サ
ス
で
は
車
両
千
七
百

十
二
台
、
内
大
型
車
百
八
十
八
台
が
毎

日
通
行
し
て
い
る
。
鎌
柄
隧
道
付
近
に

つ
い
て
は
、
危
険
防
止
策
を
所
管
の
日

向
土
木
事
務
所
に
随
時
要
望
し
て
い

く
。
側
溝
蓋
の
設
置
に
つ
い
て
も
要
望

す
る
。

【
問
】
河
川
侵
入
路
消
防
非
常
道
路
に
つ

い
て

①
町
内
の
河
川
侵
入
路
消
防
非
常
道
路

に
つ
い
て
、
そ
の
現
状
と
必
要
性
に
つ

い
て
の
認
識
は
。

火
災
か
ら
家
屋
を
守
る
た
め
、
非
常
道

路
の
整
備
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
防
火
水
槽
の
設
置
率
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
満
た
し
て
い
る
。
年
四
回
の
部

長
会
で
、
消
防
の
要
望
を
取
り
ま
と

め
、
必
要
に
応
じ
て
対
処
し
て
い
る
。

非
常
道
路
の
草
刈
り
等
の
管
理
は
各
部

に
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
修
理
が
必

要
な
と
こ
ろ
は
順
次
整
備
し
て
い
く
。

②
田
代
川
に
消
防
施
設
と
し
て
堰
を
設

置
で
き
な
い
か
。

【
答
】
田
代
川
に
消
防
施
設
と
し
て
堰
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
南
郷
・
北
郷
の
空
き
校
舎
及
び
体

育
館
に
つ
い
て

南
郷
・
北
郷
の
空
き
校
舎
及
び
体
育
館

は
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
の
か
。

【
答
】
空
き
校
舎
に
つ
い
て
は
、
財
源
確

保
が
で
き
れ
ば
早
急
に
解
体
し
た
い
。

耐
震
を
満
た
し
て
い
る
も
の
は
、
民
間

活
用
を
含
め
地
元
の
要
望
を
聞
い
て
対

処
し
て
い
く
。
神
門
小
学
校
校
庭
の
セ

ン
ダ
ン
の
木
処
分
に
つ
い
て
は
、
地
元

と
協
議
す
る
。
黒
木
小
学
校
は
、
救
急

救
命
士
の
住
宅
・
事
務
所
に
活
用
し
て

い
く
。

新玉　卓教  議員

国
道
四
四
六
号
の
維
持
工
事

に
つ
い
て

て
は
、
安
く
設
定
で
き
な
い
か
担
当
課

に
対
策
を
指
示
し
て
い
る
。
な
る
べ
く

早
く
実
施
し
た
い
。

（
ハ
）
空
き
家
の
有
効
活
用
の
た
め
、
所

有
者
が
中
の
荷
物
を
片
付
け
処
分
す
る

経
費
の
助
成
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
協
議

会
を
設
置
し
、
そ
の
こ
と
も
含
め
て
検

討
す
る
。

【
問
】
農
地
の
確
保
（
耕
作
放
棄
地
）
対

策
に
つ
い
て

①
農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

で
、
耕
作
放
棄
地
が
年
々
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。
農
業
振
興
の
た

め
、
ま
た
、
担
い
手
対
策
の
た
め
、
農

地
の
確
保
は
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
対

策
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
町
内
の
十
二
地
区
を
重
点
地
区
に

設
定
し
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

②
農
地
中
間
管
理
事
業
は
農
地
の
貸
し

手
に
は
相
当
の
助
成
が
あ
る
が
、
借
り

手
に
は
な
く
、
本
町
の
実
状
に
そ
ぐ
わ

な
い
。
借
り
手
に
対
し
て
町
単
独
で
助

成
で
き
な
い
か
。

【
答
】
借
り
手
側
に
対
す
る
助
成
は
前
々

か
ら
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
た
が
難

し
い
面
も
あ
り
今
に
至
っ
て
い
る
。

し
っ
か
り
検
討
を
重
ね
進
め
て
い
く
。

【
問
】
国
会
で
審
議
中
の
安
保
法
制
は
①

日
本
が
武
力
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
の

に
、
海
外
で
武
力
を
行
使
す
る
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
を
可
能
に
す
る 

②
こ
れ

ま
で
政
府
が
「
戦
闘
地
域
」
と
し
て
き

た
場
所
に
ま
で
自
衛
隊
を
派
兵
し
武
力

行
使
を
し
て
い
る
米
軍
等
へ
の
補
給
、

輸
送
な
ど
「
後
方
支
援
」
を
お
こ
な
う 

③
形
式
上
「
停
戦
合
意
」
が
作
ら
れ
て

い
る
が
、
な
お
戦
乱
が
続
い
て
い
る
地

域
に
自
衛
隊
を
派
兵
し
治
安
維
持
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
な
ど
、
憲
法
を
踏
み

破
っ
て
海
外
で
の
武
力
行
使
に
道
を
開

く
い
く
つ
も
の
危
険
な
仕
掛
け
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
憲
法
違
反
で
あ
る
と

同
時
に
こ
れ
を
許
す
な
ら
自
衛
隊
員
の

犠
牲
は
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

【
答
】
日
本
国
憲
法
を
基
本
に
お
い
て
、

下
手
な
解
釈
で
は
な
く
法
案
の
改
定
を

行
っ
て
欲
し
い
と
考
え
る
。
国
会
議
員

【
答
】
校
舎
跡
は
救
急
救
命
事
業
を
委
託

し
た
会
社
の
職
員
の
宿
舎
、
事
業
所
と

し
て
二
十
八
年
度
中
に
整
備
す
る
。
町

有
地
も
有
効
に
活
用
し
て
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
化
に
取
り
組
む
。

（
ロ
）
Ⅰ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
等
の
定

住
促
進
に
は
住
宅
な
り
宅
地
の
提
供
は

欠
か
せ
な
い
。
遊
休
町
有
地
を
活
用
し

て
格
安
で
宅
地
分
譲
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
町
営
住
宅
使
用
料
を
安
く
す
る

た
め
、
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
助
成
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
分
譲
地
は
安
い
に
越
し
た
こ
と
は

な
い
が
、
他
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
り
、

十
分
検
討
す
る
。
住
宅
使
用
料
に
つ
い

検
証
は
北
郷
で
進
め
て
い
る
が
、
西

郷
、
南
郷
で
も
行
っ
て
い
く
。

【
問
】
本
町
の
人
口
減
少
は
年
々
増
大
傾

向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と

二
千
四
十
年
に
は
国
が
推
計
す
る
通
り

三
千
人
を
切
る
こ
と
に
な
っ
て
消
滅
可

能
自
治
体
と
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

①
地
方
創
生
に
関
わ
る
「
美
郷
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
内
容
、
考
え
方
は
。

【
答
】昨
年
立
ち
上
げ
た「
美
郷
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
等
で
協
議

さ
れ
た
こ
と
を
参
考
に
、
美
郷
町
版
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
年
度
中
に
策
定
し
た

い
。

②
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構
想
の
具
体
化
に
つ

い
て

（
イ
）
旧
黒
木
小
学
校
校
舎
と
こ
れ
に
隣

接
す
る
町
有
地
の
活
用
を
ど
う
す
る
か
。

園田　義彦  議員

救
急
搬
送
体
制
に
つ
い
て

小田　照男  議員

過
疎
対
策
に
つ
い
て

安
保
法
制
整
備
に
つ
い
て

小路　文喜  議員

旧黒木小学校校舎
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が
あ
る
。
現
在
、
小
丸
川
に
は
台
風
時

の
増
水
に
よ
り
、
堆
積
土
砂
が
あ
る

が
、
こ
の
土
砂
を
利
用
出
来
な
い
か
と

県
土
木
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
公
共
の
事
業
に
役
立
て
ら
れ
る
な

ら
大
変
良
い
こ
と
だ
と
の
回
答
で
あ
っ

た
。
河
川
の
堆
積
土
砂
を
利
用
し
て
土

壌
改
良
が
必
要
な
地
区
の
土
地
改
良
は

出
来
な
い
か
。

【
答
】
農
地
の
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
川
砂
利
を
使
っ
た
土
地
改
良
と
な

る
と
地
元
負
担
も
伴
い
、
多
額
の
経
費

が
掛
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
受

益
者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
日
向
土
木

事
務
所
と
協
議
し
、
慎
重
に
対
応
を
検

討
し
て
い
く
。

【
問
】
現
在
の
観
光
地
の
案
内
看
板
に
つ

い
て

町
内
の
温
泉
な
ど
の
案
内
表
示
が
不
備

と
評
価
さ
れ
て
い
る
所
が
あ
る
。
か
な

り
前
か
ら
の
問
題
で
あ
り
、
改
善
出
来

な
い
か
。

【
答
】
観
光
案
内
板
に
つ
い
て
は
高
齢
者

等
に
見
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
表
示

に
改
善
が
必
要
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
見

や
す
い
看
板
の
設
置
が
必
要
な
の
で
、

し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
。

【
問
】政
府
の
地
方
創
生
の
進
捗
に
つ
い

て政
府
は
若
い
世
代
の
霞
が
関
の
役
人
で

地
方
で
働
き
た
い
人
を
出
し
、
省
庁
間

の
調
整
や
紹
介
も
し
て
、
国
が
応
援
を

す
る
と
し
て
い
る
。
地
方
創
生
を
有
利

に
進
め
る
う
え
で
も
大
事
な
こ
と
だ
と

考
え
る
が
。

【
答
】
国
の
パ
イ
プ
役
も
必
要
だ
が
、
将

来
的
に
は
定
住
し
て
頂
く
基
盤
整
備
が

必
要
。
美
郷
町
は
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

に
、
い
ろ
ん
な
制
度
を
取
り
入
れ
て
、

こ
れ
か
ら
も
人
口
の
定
住
化
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
町
づ
く

り
懇
話
会
等
の
作
業
部
会
で
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
何
が
必
要
か
、
何
が
足
り

な
い
か
を
洗
い
出
し
て
、
し
っ
か
り
と

政
策
に
織
り
込
ん
で
い
く
。

【
問
】
現
在
、
美
郷
町
内
に
お
い
て
も
多

①
現
在
、
飲
料
用
の
水
生
産
を
目
的
に

進
出
を
希
望
す
る
企
業
が
あ
る
。
受
け

入
れ
て
雇
用
の
拡
大
を
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
。　

【
答
】
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
町
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。
新
た

な
業
者
か
ら
正
式
な
話
が
来
れ
ば
個
別

に
別
途
対
応
し
た
い
。

②
神
門
の
水
工
房
跡
は
観
光
施
設
と
し

て
利
用
の
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
施
設

の
中
に
残
る
充
填
機
等
の
設
備
の
扱
い

は
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】
水
工
房
跡
の
中
に
あ
る
設
備
は
、

県
の
適
正
化
法
の
縛
り
が
解
け
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
水
施
設
と
し
て
使
用
せ

ず
、公
募
売
却
と
し
て
検
討
中
で
あ
る
。

【
問
】
土
地
改
良
に
つ
い
て

無
田
地
区
で
は
土
壌
に
問
題
が
あ
り
、

農
地
と
し
て
不
向
き
と
さ
れ
て
い
る
所

の
判
断
に
委
ね
た
い
。

【
問
】
水
道
料
等
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

高
齢
化
や
独
居
化
で
水
道
使
用
量
が
基

本
使
用
量
十
ト
ン
を
大
き
く
下
回
る
世

帯
が
あ
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
、
使
用

量
に
応
じ
た
水
道
料
と
な
る
よ
う
従
量

方
式
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
。

【
答
】
高
齢
・
独
居
世
帯
の
負
担
軽
減
は

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

水
道
事
業
の
運
営
面
で
見
る
と
、
軽
減

す
れ
ば
単
価
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
る
。

【
問
】
障
が
い
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

障
が
い
者
駐
車
場
の
整
備
で
障
害
者
に

や
さ
し
い
町
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

【
答
】
今
の
庁
舎
に
駐
車
場
を
設
置
す

る
。
新
庁
舎
に
は
屋
根
付
き
の
駐
車
場

設
置
を
検
討
す
る
。

7

く
の
空
き
家
が
見
ら
れ
る
。
幸
い
に
し

て
私
た
ち
の
地
区
に
お
い
て
は
、
二
組

の
新
婚
夫
婦
が
村
の
空
き
家
に
入
る
こ

と
に
な
り
、
現
在
、
一
組
の
方
に
は
、

子
ど
も
二
人
目
が
生
ま
れ
て
お
り
、
地

区
住
民
の
方
々
は
大
変
喜
ん
で
い
る
。

町
内
に
は
、
ま
だ
利
用
可
能
な
空
き
家

が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
今
後
の
利
用
に

係
る
町
の
対
策
に
つ
い
て
は
。

【
答
】
現
在
、
美
郷
町
全
体
で
三
百
三
十

九
戸
の
空
き
家
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

居
住
に
耐
え
ら
れ
な
い
空
き
家
も
あ
る

た
め
、
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在

構
築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
国
で

は
今
年
五
月
に
空
き
家
に
係
る
特
別
措

置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
町
で
も
空
き
家
等
対
策
委
員
会

の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
る
。
当
委
員

会
に
お
い
て
空
き
家
の
現
状
を
把
握

し
、
条
例
化
と
支
援
策
を
検
討
協
議
し

た
い
。

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
山
菜
の
見
直
し
と
対
策
に
つ
い
て

最
近
、
山
菜
の
良
さ
が
見
直
さ
れ
、
以

前
に
増
し
て
取
り
引
き
が
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
が
、
経
営
の
一
部

に
取
り
入
れ
可
能
で
あ
れ
ば
、
町
と
し

て
後
押
し
も
必
要
か
と
考
え
る
。

【
答
】
全
国
で
は
山
菜
で
収
益
を
上
げ
、

経
営
を
し
て
い
る
生
産
者
が
い
る
。
本

町
に
お
い
て
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

数
名
の
方
が
山
菜
で
収
益
を
上
げ
て
い

る
。
経
営
の
一
部
と
し
て
の
支
援
体
制

に
つ
い
て
は
、
林
産
物
の
振
興
を
含
め

て
、
そ
れ
が
生
産
額
に
直
接
結
び
つ
く

よ
う
で
あ
れ
ば
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

①
若
者
定
住
と
人
口
安
定
化
策
に
つ
い

て

【
問
】
平
成
十
七
年
に
発
生
し
た
台
風
災

害
箇
所
の
特
に
諸
塚
村
の
中
心
部
と
恵

後
の
崎
地
区
の
堤
防
工
事
が
ほ
ぼ
完
了

間
近
に
な
っ
た
。
諸
塚
の
中
心
部
、
堤

防
箇
所
が
前
よ
り
耳
川
に
設
置
し
た
た

め
、
台
風
の
時
等
水
の
流
れ
が
変
化

し
、
対
岸
（
美
郷
町
側
）
の
災
害
を
心

配
す
る
声
が
強
い
が
、
県
に
対
し
て
何

か
対
応
策
を
求
め
る
必
要
は
な
い
か
。

【
答
】
対
岸
（
美
郷
町
側
）
の
工
事
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
二
ヶ
年

に
亘
り
災
害
関
連
緊
急
治
山
事
業
及
び

治
山
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
で

復
旧
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
山
腹
崩
壊

の
安
全
率
は
確
保
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
本
町
と
し
て
は
地
域
住
民
が

心
配
し
て
い
る
以
上
、
県
土
整
備
部
、

環
境
森
林
部
、
地
元
住
民
、
美
郷
町
を

交
え
て
、
現
地
調
査
と
説
明
会
を
計
画

【
答
】
美
郷
町
に
腰
を
据
え
て
取
り
組
む

た
め
に
は
住
宅
確
保
が
必
要
で
あ
る
。

独
身
住
宅
や
若
者
夫
婦
世
帯
の
た
め
の

住
宅
、
分
譲
地
の
提
供
を
支
援
し
つ

つ
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
、
母
親
を
含
む
子
育
て
支
援
の
充
実

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
に
対
し
、
あ
ら

ゆ
る
観
点
か
ら
施
策
の
検
討
を
し
て
い

る
。

②
人
口
の
変
化
が
地
域
の
将
来
に
与
え

る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

【
答
】
人
口
が
減
る
の
は
町
の
活
気
が
無

く
な
る
の
で
、
深
刻
な
問
題
と
捉
え
て

い
る
。
人
口
定
住
が
最
大
の
課
題
で
あ

る
。

尾上　忠保  議員

甲斐　秀徳  議員

美
郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
事
業
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

那須　富重  議員

耳
川
水
域
の
危
険
箇
所
の
護

岸
工
事
に
つ
い
て

森田　久寛  議員

設置された障がい者専用駐車場

宅地分譲地（西郷迫内地区）
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【要望活動を実施しました】
　日向土木事務所、宮崎県県土整備部、中央省庁（国土交通省・林野庁・農林水産省）、県選出国会議員への要望
活動を、町長と全議員参加により実施し、関係する下記事項についての実状を訴え、支援を要望しました。
《日向土木事務所：日時　平成２７年４月３０日》
《県土整備部　　：日時　平成２７年６月　１日》
■要望事項

【国道３８８号】
①美郷町西郷から南郷間の美郷トンネル取付道路の早期完成
②門川庭谷から美郷町北郷黒木間の早期事業化
③美郷町南郷・牛山工区の早期完成
④美郷町南郷鬼神野から椎葉村大河内間の改良整備促進

【国道４４６号】
①東郷町多武ノ木から児洗間のバイパス開設のための調査費の予算化

【県道西都・南郷線】
①美郷町南郷上渡川門田橋から荒木谷橋間の整備促進

【県道宇納間・日之影線】
①美郷町北郷宇納間小原から日之影町中崎間の１．５車線的整備促進

【急傾斜地崩壊対策事業の整備促進】
①急傾斜地災害の未然防止のための対策事業の推進

【治水事業の整備促進】
①一級河川小丸川の堆積土砂の除去と砂防ダムの異常堆砂の解消

《中央省庁：日時　平成２７年６月１８日～１９日》
■行　　程
　１８日 / 国土交通省・林野庁・農林水産省・県選出国会議員
　１９日 / 林野庁
■要望事項

【国土交通省関係】
○地方への道路整備に係る予算の確保について
　国道３８８号の最重点整備区間として「美郷町北郷黒木から門川町庭谷間」の事業化と九州中央自動車道の未
事業化区間の早期事業化を要望。国土交通大臣、副大臣ほか１８名へ要望書を提出。

【林野庁関係】
○森林整備事業に関する要望について
　森林整備事業に必要な予算の十分かつ安定的な確保と平成２７年度補正予算等による早期の追加配分を要望。
　林野庁長官、次長ほか４名へ要望書を提出。

【農林水産省関係】
○有害獣対策の予算の確保について
　鹿、猪等有害獣による農林産物への被害の深刻化を受け、継続的な鳥獣対策とそのための十分な予算の確保を
要望。農林水産大臣、副大臣ほか８名へ要望書を提出。

総務常任委員会
○調査日
　平成２７年５月２９日（金）　　　　　　　　　　
○調査の目的
　美郷町観光協会の状況調査
○参加者　
　総務常任委員・事務局・企画情報課職員・観光協会職員
○調査の結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　町観光協会の現状について、担当より詳細な説明を聞き、
今後の対応等について協議した。各地域の取組みを尊重し
ながら、協会本部としても新たな流入客の取り込みも図ら
れているが、更なる観光客の取り込みを図るためにも、ま
すますの創意工夫に期待したい。

早期整備が期待される北郷黒木～門川町庭谷間 林野庁

日向土木事務所

県土整備部

③
人
口
の
将
来
展
望
は
。

【
答
】
し
ば
ら
く
の
間
は
人
口
減
少
が
続

く
と
予
測
し
て
い
る
が
、
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
早
目
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

④
女
性
活
躍
の
場
の
取
り
組
み
は
考
え

て
い
る
か
。

【
答
】
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
積
極
的
に
努
め
て
い
く
。

⑤
分
譲
住
宅
地
の
造
成
、
若
者
定
住
促

進
住
宅
整
備
計
画
は
。

【
答
】
今
回
の
総
合
戦
略
に
入
れ
な
が

ら
、
将
来
を
見
据
え
た
形
で
整
備
等
計

画
し
て
い
き
た
い
。

⑥
美
郷
町
移
住
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

【
答
】
移
住
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
今

後
の
協
議
の
中
で
進
め
る
。

【
問
】
救
急
業
務
常
備
化
に
つ
い
て

①
本
町
で
の
百
十
九
番
通
報
が
あ
っ
て

現
場
到
着
ま
で
の
時
間
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

【
答
】
平
均
九
分
か
か
っ
て
い
る
。

②
現
場
へ
の
最
短
ル
ー
ト
、
個
人
宅
の

把
握
が
出
来
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
が
。

【
答
】
町
全
体
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
。

③
日
中
の
搬
送
業
務
を
職
員
で
は
な

く
、
委
託
業
者
に
す
る
の
か
。

【
答
】
当
面
の
と
こ
ろ
は
現
状
の
ま
ま
で

い
く
。
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今
年
の
梅
雨
は
例
年
よ
り
雨
が
多

く
、
皆
様
も
さ
ぞ
う
っ
と
う
し
い
日
を

過
ご
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
九
州
南
部
で
は
、
相
当
雨
に
よ
る
災

害
も
発
生
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
私
た
ち
も
、
美
郷
な
ら
で
は
の
町
づ

く
り
を
目
指
し
、
高
齢
者
に
対
し
て
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
、
若
い
世
代

に
は
、
子
育
て
に
少
し
で
も
負
担
を
減

ら
し
、
教
育
で
き
る
よ
う
な
社
会
体
制

を
整
え
る
た
め
、
努
力
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
さ
て
、
六
月
定
例
議
会
も
終
わ
り
ま

し
た
の
で
、
議
会
だ
よ
り
を
発
行
い
た

し
ま
す
。

　
内
容
に
対
し
、
皆
様
の
ご
意
見
等
を

い
た
だ
け
れ
ば
、
今
後
の
議
会
だ
よ
り

の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
町
民
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈

り
編
集
後
記
と
い
た
し
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　
委
員
長
：
黒
田
　
仁
志

　
　
　
副
委
員
長
：
森
田
　
久
寛

　
　
　
委
　
　
員
：
那
須
　
富
重

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
秀
徳

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
　
栄

＝ 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

＝

農林水産省

《要望活動の様子》

国土交通省

議員会館事務所

４月
　５日／うなぎＬＡＢ実験池竣工式
　９日／西郷中学校入学式／美郷北学園入学式
１０日／北郷幼稚園入園式 / 田代小学校入学式
　　　　美郷南学園・南郷幼稚園合同入学（園）式
１３日／県出先機関等新年度挨拶廻り
１４日／県庁関係新年度挨拶廻り
１９日／北方延岡道路開通式
２１日／例月現金出納検査
３０日／日向土木事務所への要望活動　

５月
　８日／東臼杵郡町村議会議長会定期総会
１３日／第５５回西郷商工会通常総会
１５日／南郷商工会第５５回通常総会
１６日／宮崎五十鈴会
１８日／美郷北学園開校式
１９日／日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会総会
２０日／県町村議会議長会新各郡会長会
　　　　県環境森林部への要望活動
２１日／例月現金出納検査 / 国保運営協議会
　　　　入郷地域開発期成同盟会役員会
２２日／東臼杵郡町村監査委員協議会定期総会
　　　　北郷商工会第５４回通常総会
　　　　東九州自動車道・九州中央自動車道建設促進期成会総会
２６日／全国町村議会議長研修会（～２７日）
２７日／耳川広域森林組合第１５回通常総代会
２９日／総務常任委員会
３０日／東九州道開通祝賀のつどい
　　　　第２６回全国「みどりの愛護」のつどい

６月
　１日／県土整備部への要望活動
　２日／県道東郷西都線整備促進期成同盟会総会
　３日／議会運営委員会・全員協議会
　　　　まち・ひと・しごと創生講演会
　４日／県町村議会議長会臨時総会
１０日／第２回定例会（～１１日）
１８日／中央省庁要望活動（～１９日）
２１日／日向五十鈴会
２２日／例月現金出納検査
２５日／議会広報特別委員会
２９日／県町村議会議長会役員会


